
資料４ 

広域的運営推進機関の業務規程及び送配電等業務指針の 

変更の認可について 

 

 

 

 

 

１．経緯 

令和３年３月２日付で広域機関より経済産業大臣に対して業務規程及び送配電等業務指

針の変更の認可申請があり、４月５日付けで経済産業大臣から意見の求めがあったとこ

ろ。（資料４－１及び４－２） 

２．変更の主な内容 

変更の主な内容は、以下のとおり。 

（１）電気事業法改正に伴う新規業務の追加に関する規定の変更

・令和２年６月の電気事業法改正により、広域機関に以下の業務が新たに追加され

たことに伴い、業務規程及び送配電等業務指針を改正。

①広域系統整備計画の届出

我が国全体の系統整備を効果的に実施するため、広域機関が、費用便益評価に基

づき、地域間連系線等の増強の具体的計画（広域系統整備計画）を策定し、経済産

業大臣に届出を行うこと。 

②広域系統整備交付金の交付

広域系統整備計画に基づき系統増強等を行う事業者に対し、卸電力取引所からの

値差収益を原資とした交付金を交付。 

③災害等復旧費用の交付金の交付

一般送配電事業者が災害等により発生した停電を早期に解消するため、一般送配

電事業者が毎年一定額の拠出金を広域機関に納付する災害等復旧費用の相互扶助制

度が創設。広域機関は、当該制度に基づき、被災したエリアの一般送配電事業者に

対し、復旧費用に充当するための交付金を拠出金から交付。 

（２）系統アクセスに関する規定の変更

・現在、発電事業者が同一地域で 10万 kW以上の発電所を廃止、建て替え（以下

「リプレース」という。）を行い同一系統にアクセスする場合は、新規発電設備等

の連系の場合と同様に取り扱うことが公平であるとの考えから、広域機関はその

リプレースの情報を公開し、当該系統への他の連系希望者を募集することとされ

ている。 

（趣旨）

令和３年３月２日付けで広域的運営推進機関（以下「広域機関」という。）より経済産

業大臣に対して業務規程及び送配電等業務指針の変更の認可申請があり、４月５日付け

で経済産業大臣から意見の求めがあったところ。

当該認可に係る電力・ガス取引監視等委員会（以下「委員会」という。）としての回答

について御審議いただく。
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・他方、10万 kW以上の発電所であっても、長期計画停止など廃止に該当しない案件

は、リプレースによる情報公開の対象外となるため、リプレースを行う事業者以

外の事業者は情報を取得することが困難。

・このため、情報公開に関するルールを見直し、廃止に限らず長期計画停止や最大

受電電力の減少により送電系統の連系可能量が 10万 kW以上増加することが確実

に見込まれる場合には、一般送配電事業者は、増加する連系可能量、時期及び連

系可能量が増加する送電系統をウェブサイトにおいて公表する旨等を追加。

３．認可申請に係る意見

 変更案の内容について、審査基準に照らして特段の問題はないと判断される。委員会

として、資料４－３及び４－４のとおり、当該認可を行うことに異存がない旨を回答す

ることとしたい。
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〔参考１〕手続きの流れ 
広域機関が業務規程を変更しようとする場合、電気事業法第２８条の４１第３項に基づき、

経済産業大臣の認可を受けなければならないこととされている。経済産業大臣は、業務規程

の変更の認可申請を受けた場合、同法第６６条の１１第１項第５号の規定に基づき、委員会

の意見を聴取する。 
また、広域機関の送配電等業務指針の変更については、電気事業法第２８条の４６第１項

に基づき、経済産業大臣の認可を受けなければ効力を生じないこととされている。業務規程

の場合と同様に、経済産業大臣は、送配電等業務指針の変更の認可申請を受けた場合、同法

第６６条の１１第１項第５号の規定に基づき、委員会の意見を聴取する。 
 
〔参考２〕関連条文 
■ 電気事業法 
（業務規程） 
第二十八条の四十一 推進機関の業務規程には、業務及びその執行に関する事項その他の経

済産業省令で定める事項を記載しなければならない。 
２ 前項の業務及びその執行に関する事項には、第二十八条の四十四第一項の規定による指

示があつた場合において、当事者である会員が支払い、又は受領すべき金額その他指示の

実施に関し必要な事項が含まれていなければならない。 
３ 推進機関は、業務規程を変更しようとするときは、経済産業大臣の認可を受けなければ

ならない。 
 
（送配電等業務指針の認可） 
第二十八条の四十六 送配電等業務指針は、経済産業大臣の認可を受けなければその効力を

生じない。その変更（経済産業省令で定める軽微な事項に係るものを除く。）についても、

同様とする。 
２ 経済産業大臣は、前項の認可の申請に係る送配電等業務指針が次の各号のいずれにも適

合していると認めるときでなければ、同項の認可をしてはならない。 
一 内容が法令に違反しないこと。 
二 策定又は変更の手続が法令及び定款に違反しないこと。 
三 不当に差別的でないこと。 

３～４ （略） 
 
（委員会の意見の聴取） 
第六十六条の十一 経済産業大臣は、次に掲げる場合には、あらかじめ、委員会の意見を聴

かなければならない。 
一～四 （略） 
五 第十条第一項若しくは第二項（これらの規定を第二十七条の十二において準用する場

合を含む。）、第十四条第二項（第二十七条の十二において準用する場合を含む。）、第十

八条第一項若しくは第二項ただし書、第二十二条の二第一項ただし書、第二十七条の十

一の二第一項ただし書、第二十八条の十四第一項、第二十八条の四十一第三項、第二十

八条の四十六第一項、第二十八条の四十九、第九十九条第一項又は第九十九条の七第一

項の認可をしようとするとき。 
六～十三 （略） 

２ （略） 
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■ 電気事業法に基づく経済産業大臣の処分に係る審査基準等 
第１ 審査基準 
（１）～（３４） 略 
（３５）第２８条の４１第３項の規定による広域的運営推進機関の業務規程の変更の認可 
 第２８条の４１第３項の規定による広域的運営推進機関の業務規程の変更の認可に係る

審査基準については、当該変更後の業務規程の内容が法令に適合し、かつ、当該変更後の業

務規程に虚偽の記載がないこと及び「電気事業法第２８条の１５の規定による広域的運営推

進機関の設立の認可の基準について」の該当部分に適合することとする。 
（３６）第２８条の４６第１項の規定による広域的運営推進機関の送配電等業務指針の認可

及び変更の認可 
 第２８条の４６第１項の規定による広域的運営推進機関の送配電等業務指針の認可及び

変更の認可に係る審査基準については、当該送配電等業務指針の内容に虚偽の記載がないこ

と、同条第２項各号のいずれにも適合すること及び「電気事業法第２８条の４６第１項の規

定による送配電等業務指針の認可の基準について」（別添３）に適合することとする。 
 
■「別添２ 電気事業法第２８条の１５の規定による広域的運営推進機関の設立の認可の基

準について」より抜粋 
２．業務規程に記載されている内容について、業務の運営が公正かつ適正に行われること

が確実であると認められることの基準 
（４）第２８条の４０第１項第４号に掲げる業務に関する事項として、少なくとも次に掲

げる事項が記載されていること。 
①～⑦ （略） 
⑧推進機関は、地域間連系線等の整備計画を策定する旨及び地域間連系線等の整備計画

の策定に当たっては、委員会等を設け、既設の設備の状況、その更新計画等の実態も

踏まえた検討を行う旨 
⑨～⑫ （略） 

（１１）推進機関が第２８条の４０第２項に掲げる業務を行う場合にあっては、同業務に

関する事項として、少なくとも次に掲げる事項が記載されていること。  
①推進機関は、必要に応じ災害等扶助交付金を一般送配電事業者又は送電事業者たる会

員に交付する旨及び交付額の決定に必要となる事項を定める旨 
②推進機関は、災害等扶助交付金の交付対象と認められる額から当該会員による一割の

自己負担分を控除した額を交付する額とする旨 
③推進機関は、災害等扶助交付金の交付のため、積立基準額及び事業年度毎の拠出金

（１．（６）⑤に規定する拠出金をいう。以下④から⑥までにおいて同じ。）の総額

を、令和７年度までの間、経済産業省から通知を受けた額を踏まえて算定する旨 
④推進機関は、積立基準額及び事業年度毎の拠出金の総額について少なくとも５年ごと

に見直しを行う旨 
⑤推進機関は、事業年度末において積立基準額を上回る積立残高がある場合において

は、当該事業年度の次の事業年度においては会員に対して拠出金を課さない旨 
⑥推進機関は、ある事業年度に交付する災害等扶助交付金の額が積立残高を超える場合
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においては、当該超える金額は、翌事業年度以降に納付される拠出金をもって交付す

る旨 
 
■「別添３ 電気事業法第２８条の４６第１項の規定による送配電等業務指針の認可の基準

について」より抜粋 
１．法第２８条の４５第１号に掲げる事項として、少なくとも次に掲げる事項が記載され

ていること。 
（３）第２８条の４７に基づき推進機関が策定する広域系統整備計画には、少なくとも次

に掲げる事項を記載しなければならないこととする旨  
①地域間連系線等の増強の必要性、その代替案との比較の考え方 
②増強する送電容量の考え方 
③増強方法（既設増強、新設、概略ルート）の考え方 
④概算工事費の考え方 
⑤増強の完了時期 
⑥地域間連系線等に係る建設、維持及び運用の実施方策の案（以下「実施案」という。）

及びこれを実施する事業者（以下「事業実施主体」という。）の選定結果 
⑦受益者に関する考え方 
⑧費用負担割合に関する考え方及び費用負担割合 

（４）広域系統整備計画の策定及び実施に関する少なくとも次に掲げる事項 
①総合資源エネルギー調査会令（平成１２年政令第２９３号）に基づく審議会等（以下

単に「審議会等」という。）を踏まえた、広域系統整備計画の策定に当たる標準検討期

間 
②広域系統整備計画を策定した場合の定期的な追跡調査の方法 
③広域系統整備計画に係る事業実施主体は、定期的に、推進機関に対し、当該計画の進

捗の確認に必要な情報として、推進機関が定める情報を、提出しなければならないこ

と。 
（５）推進機関は、以下の要件を満たす場合には、広域系統整備計画策定の手続（以下

「計画策定プロセス」という。）を開始しなければならない旨 
①経済産業大臣からの地域間連系線等の整備に関する検討の要請があった場合 
②推進機関が、以下の観点から、計画策定プロセスの開始が必要であると認める場合 

  イ 安定供給の観点 
   ・複数の発電機の計画外停止が実際に発生し、このことにより一般送配電事業者の

供給予備力を超える大幅な供給力が喪失した際に、地域間連系線が運用容量まで

使用されたにも関わらず供給支障が発生した場合 
   ・発生し得る大規模事故、災害等の影響分析等により、電力の安定供給を確保する

必要があると認められる場合 
  ロ 広域的な電力取引の環境整備の観点 
   ・送配電等業務指針においてあらかじめ定める定量的な要件に照らして、地域間連
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系線の空容量その他の利用状況を確認し、計画策定プロセスを開始する必要があ

ると認められる場合 
   ・送配電等業務指針においてあらかじめ定める定量的な要件に照らして、電力市場

の分断の発生その他の電力市場取引の実績を確認し、計画策定プロセスを開始す

る必要があると認められる場合 
   ・送配電等業務指針においてあらかじめ定める定量的な要件に照らして、地内基幹

送電線に係る運用容量、最大需要時又は最小需要時の潮流状況の調査による出力

制限の状況を勘案し、計画策定プロセスを開始する必要があると認められる場合 
   ・送配電等業務指針においてあらかじめ定める定量的な要件に照らして、過去の計

画策定プロセスで実現しなかった地域間連系線等の増強計画その他の過去の実績

を確認し、計画策定プロセスを開始する必要があると認められる場合 
③電気供給事業者より、下記（６）の観点からその必要性に関する提起があった場合で

あって、以下の要件を満たす場合 
  イ 下記（６）①に基づく提起がなされた場合にあっては、上記②イと同様、安定供

給の観点から必要性が認められる場合 
  ロ 下記（６）②又は③に基づく提起がなされた場合にあっては、以下の要件を満た

す場合 
   ・提起者が希望する接続又は取引に係る電力が、推進機関が確認する追加的に送電

することができる電力を超過し、その電力が一定規模以上である場合 
   ・提起者の費用負担の意思及び費用負担の意思を裏付ける財務的能力があると認め

られる場合 
   ・提起の対象となる電線路が、地内基幹送電線であって、直接的には地域間連系線

の運用容量の算定等に影響を与えない電線路である場合にあっては、推進機関が

一般送配電事業者に対して当該電線路に係る状況確認を行った上、当該一般送配

電事業者の当該電線路の整備計画では、提起された内容が実現できないと認めら

れる場合 
（６）電気供給事業者は、以下の要件を満たす場合、推進機関に対して、計画策定プロセ

スの開始を提起できることとする旨 
①一般送配電事業者が、安定供給の観点から必要であると認める場合 
②電気供給事業者が、新たに発電用の電気工作物を設置することに伴い必要性が生ずる

場合として、以下に該当する場合 
  イ 系統アクセスに係る接続検討を申し込み、その回答を得ていること（連系不可の

回答を得ている場合を含む。）。 
  ロ 設置する電源の規模の合計が一定規模以上であること（複数の電気供給事業者が

共同で提案する場合を含む。）。 
  ハ 当該電気工作物を活用して、広域的な電力取引を行おうとする者であること。 
③電気供給事業者が、広域的な電力取引を希望する場合として、一定規模以上の電力の

広域的な取引を拡大しようとする場合（複数の電気供給事業者が共同で提案する場合
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を含む。） 
（７）推進機関は、計画策定プロセスを次のとおり進めなければならない旨 
①上記（５）②又は③により計画策定プロセスを開始する場合にあっては、以下の内容

を含む計画策定プロセスの進め方を策定する。また、電気供給事業者からの提起をも

って計画策定プロセスを開始した場合には、当該電気供給事業者に対し、その旨を書

面で通知する。 
  イ 対象となる地域間連系線等について、過去の検討結果又は現在検討を行っている

若しくは行おうとしている案件との照合結果 
  ロ 計画策定プロセスの必要性 
  ハ 提起内容から想定される標準検討期間 
②計画策定プロセスの進め方を踏まえ、少なくとも以下の内容を含む地域間連系線等の

整備に係る基本要件を定める。 
  イ 増強の目的及び期待される効果 
  ロ 必要な増強容量 
  ハ 概略ルート 
  ニ 工事期間 
  ホ 概算工事費 
  ヘ 今後の予定 
③地域間連系線等の整備に係る基本要件を検討するに際しては、必要に応じ、提起者以

外の事業者を募集し、受益者を特定した上で、当該事業者の希望に応じた増強容量等

を定める。 
④実施案を募集するための公募要領（評価方法を含む。）を策定し、公募の上、実施案及

び事業実施主体を決定する（ただし、既存設備の増強を行うことが最も合理的である

ことが明らかな場合その他募集を行う必要がない場合を除く。）。 
⑤当該実施案の実施に係る受益者及び費用負担の割合を以下のとおり定め、費用負担の

割合の設定根拠を公表する。 
  イ 費用負担については、受益者負担を原則とし、推進機関が個別の実施案ごとに

増強目的に応じて、一般負担分と特定負担分の別や一般負担の配分を決定する 
  ロ 地域間連系線等の増強効果と受益者（費用負担者）の基本的な考え方を例示す

る 
  ハ 費用負担者の特定負担及び一般負担分の費用負担の割合の決定手続きを定める 
  ニ 費用負担の割合の決定に不服がある場合等の手続き（再検討の申請、提起者の

提起の取下げ等）について定める。 
⑥推進機関は、標準検討期間内に広域系統整備計画を取りまとめることができない場合

は、新たな取りまとめの目途を定め、当該期間内に中間報告とともに公表する。 
⑦計画策定プロセスの開始を提起した電気供給事業者や同プロセスに応募した者は、推

進機関が受益者及び費用負担割合を決定するまでの間は、合理的な理由があれば、提

起や応募の取下げ、事業計画の変更等を認める旨 
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（８）広域系統整備計画の実施主体は、推進機関が広域系統整備交付金交付業務を行うた

め、第２８条の４７第２項第１号の電気工作物の整備又は更新に関する費用の額を推進

機関に提出しなければならない旨 
 
２．法第２８条の４５第２号に掲げる事項として、少なくとも次に掲げる事項が記載され

ていること。 
（１５）一般送配電事業者は、電源廃止等により一定規模以上の連系可能量が増加する場

合の取扱いについて定める旨 
 
６．省令第１３条第４号に掲げる事項として、少なくとも次に掲げる事項が記載されてい

ること 
（９）災害等扶助交付金の交付申請に関する事項  
  一般送配電事業者及び送電事業者は、電気工作物の災害その他の事由による被害から

の復旧に関する費用の一部について、推進機関に対して、第２８条の４０第２項に掲げ

る交付金の交付を申請できる旨 
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資料４－１

9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



経��済デ産業云省

官 印 省

20210302資第20号

令和 3 年 4 月 5 日

電カ・ ガス取引監視等委員会委員長 殿

経済産業大臣

広域的運営推進機関の送配電等業務指針の変更の認可について

電気事業法（昭和3 9 年法律第1 7 0号）第 6 6 条の11第 1 項第 5 号の規定に基づき、

別添の申請に係る同法第28 条の 4 6第 1 項後段に規定する送配電等業務指針の変更の，認

可について、 貴委員会の意見を求めます。
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資料４－２
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資料４－３ 
 

経済産業省 
 

２０２１０４０５電委第１号  
令 和 ３ 年 ４ 月 ● 日  

 
 
経済産業大臣 殿 

 
 

電力・ガス取引監視等委員会委員長 
 
 
 

広域的運営推進機関の業務規程の変更の認可について（回答） 
 
 
 
令和３年４月５日付け２０２１０３０２資第１９号により貴職から当委員会

に意見を求められた広域的運営推進機関の業務規程の変更の認可については、

認可することに異存はありません。 
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資料４－４ 

経済産業省 
 

２０２１０４０５電委第２号  
令 和 ３ 年 ４ 月 ● 日  

 
 
経済産業大臣 殿 

 
 

電力・ガス取引監視等委員会委員長 
 
 
 

広域的運営推進機関の送配電等業務指針の変更の認可について（回答） 
 
 
 
令和３年４月５日付け２０２１０３０２資第２０号により貴職から当委員会

に意見を求められた広域的運営推進機関の送配電等業務指針の変更の認可につ

いては、認可することに異存はありません。 
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定款、業務規程及び送配電等業務指針
変更案の概要について

２０２０年１２月２３日

電力広域的運営推進機関

参考資料

※パブリックコメント資料
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1

 本機関を取り巻く環境の変化等に適切に対応するため、定款、業務規程及び送配電等業務指針
を変更します。

 主な変更のポイントは以下のとおりです。背景、変更内容等については、それぞれの変更に関するスライド
にて説明します。なお、以下の変更以外に、技術的な規定の変更等も実施しております。

1. 新業務への対応に関する規定の変更（定款、業務規程）【スライド２～７】
• 新業務への準備及び役員の定数に関する変更

2. 広域系統整備に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）【スライド８～２６】
２－１．広域系統整備計画策定及び届出に関する変更
２－２．広域系統整備交付金交付に関する変更

3. 系統アクセスに関する規定の変更（業務規程、送配電等業務指針）【スライド２７～４１】
• リプレース及び休廃止等する発電設備等の取り扱いに関する変更

4. 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）
【スライド４２～５２】
• 災害等復旧費用の相互扶助に関する変更

定款、業務規程及び送配電等業務指針の変更案の概要
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2

1. 新業務への対応に関する規定の変更（定款、業務規程）【スライド２～７】
• 新業務への準備及び役員の定数に関する変更

2. 広域系統整備に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）【スライド８～２６】
２－１．広域系統整備計画策定及び届出に関する変更
２－２．広域系統整備交付金交付に関する変更

3. 系統アクセスに関する規定の変更（業務規程、送配電等業務指針）【スライド２７～４１】
• リプレース及び休廃止等する発電設備等の取り扱いに関する変更

4. 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）
【スライド４２～５２】
• 災害等復旧費用の相互扶助に関する変更
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3

広域機関は、設立段階においては、電源の広域的な活用に必要な送配電網の整備や全国大で平
時・緊急時の需給調整等を行う実施機関としての役割を担うこととされており、これら業務を行うため、役
員の定数に関し、以下のとおり規定している。

• 役員の定数：「理事長１人、理事４人以内、監事２人以内」

設立段階からの業務に加え、「強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事業法等
の一部を改正する法律」の整備に伴い、2020年7月からは「災害時連系計画の検討業務」が 、2021
年4月からは「広域系統整備に関する業務」 、「災害等復旧費用の相互扶助業務」が広域機関業務
として追加され、さらに2022年度には、以下の新たな業務が加わる予定

• FIT制度に関する交付金の交付等
• 今般新たに導入するFIP制度に関するプレミアムの交付
• 太陽光パネル等の廃棄費用の積立 等

2022年度からの新たに加わる業務に対応するため、
• 新たに加わる業務のための準備を行うことが必要
• 役員（理事）の増員が必要

なお役員の増員については、国の審議会（※）においても、「(FIT制度に係る多額の)資金管理業務等に
従事する役職員を増員するといった、資金管理体制の強化も進める必要がある 。」旨、報告されている。

１ 新業務への対応に関する規定の変更の背景

※ 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会
電力広域的運営推進機関検証ワーキンググループ
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4

今般の再エネ特措法改正に伴い、電力広域機関にFIT制度に係る多額の資金管理業務等が新たに
追加されることとなる。他方、当該業務を担うことが想定される経理・財務部門については、電力広域機
関の現行の事業規模に見合った人員しか配置されておらず、経理・財務部門の強化が急務である。
よって、当該資金管理業務等に従事する役職員を増員するといった、資金管理体制の強化も進める必
要がある。

（参考）電力広域的運営推進機関検証ワーキンググループ ～取りまとめ～
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5

［変更内容］
• 「新たに加わる業務のための準備を行う」旨規定

【定款附則第２条】＜新設＞
【業務規程附則第２条】＜新設＞

• 理事の定数を、「４人以内」から「５人以内」に変更する旨規定
【定款第２８条】＜変更＞（※）

【定款附則第１条】＜新設＞
※ 令和４年４月１日又は経済産業大臣の認可を受けた日のいずれか遅い日から施行

１ 新業務への対応に関する規定の変更の内容
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6

＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） 附則（令和 年 月 日）

（施行期日）
第１条 この定款は、経済産業大臣の認可を受けた日から施行
する。

２ 前項の規定にかかわらず、第２８条の規定は、令和４年４
月１日又は経済産業大臣の認可を受けた日のいずれか遅い日
から施行する。

（強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事
業法等の一部を改正する法律に係る業務に関する準備行為）
第２条 本機関は、強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を
図るための電気事業法等の一部を改正する法律（令和２年法
律第４９号）の施行日前においても、同法第３条の規定によ
る改正後の再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特
別措置法（平成２３年法律第１０８号）の規定により本機関
が行う業務の実施に必要な準備行為を行うものとする。

【定款】 【定款】
（役員の定数等）
第２８条 本機関には、役員として、理事長１人、理事４人以
内及び監事２人以内を置く。

２ （略）

（役員の定数等）
第２８条 本機関には、役員として、理事長１人、理事５人以
内及び監事２人以内を置く。

２ （略）

（参考）新業務への対応に関する規定の変更
（新旧対照表：定款）
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7

＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） 附則（令和 年 月 日）

（施行期日）
第１条 本規程は、経済産業大臣の認可を受けた日から施行す
る。

（強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事
業法等の一部を改正する法律に係る業務に関する準備行為）
第２条 本機関は、強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を
図るための電気事業法等の一部を改正する法律（令和２年法
律第４９号）の施行日前においても、同法第３条の規定によ
る改正後の再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特
別措置法（平成２３年法律第１０８号）の規定により本機関
が行う業務の実施に必要な役職員の確保、業務設計、システ
ム開発その他の準備行為を行うものとする。

【業務規程】 【業務規程】

（参考）新業務への対応に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）
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8

1. 新業務への対応に関する規定の変更（定款、業務規程）【スライド２～７】
• 新業務への準備及び役員の定数に関する変更

2. 広域系統整備に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）【スライド８～２６】
２－１．広域系統整備計画策定及び届出に関する変更
２－２．広域系統整備交付金交付に関する変更

3. 系統アクセスに関する規定の変更（業務規程、送配電等業務指針）【スライド２７～４１】
• リプレース及び休廃止等する発電設備等の取り扱いに関する変更

4. 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）
【スライド４２～５２】
• 災害等復旧費用の相互扶助に関する変更
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9２ 広域系統整備に関する規定の変更の背景

これらに対応するため、以下のとおり整理。
・ 広域系統の公的な専門機関である広域機関が、費用便益評価に基づき、地域間連系線等の増

強の具体的計画（広域系統整備計画）を策定・届出（※）

・ 広域機関は、卸電力取引所から値差収益の納付を受け、地域間連系線等の整備・更新に関する
費用に充てるための交付金（広域系統整備交付金）を交付（※）

再生可能エネルギー電源の大量導入等の環境変化に対応するとともに、国民負担の抑制及び大規模災害
時における電力供給の信頼度維持・向上の観点に基づく電力の基幹系統を形成することが求められている。

・ そのような中で、電力の基幹系統を効果的に整備するためには、我が国全体の基幹系統のあり方をよ
り専門的かつ中立的に検討した上で、必要な基幹系統の整備を計画的に進めていくことが必要

・ また、卸電力取引所では、地域間連系線の容量制約に起因した収益（値差収益）が発生しており、
この収益については、国民の負担軽減のため、地域間連系線等の増強に活用することが必要

※ 「広域系統整備計画の届出」及び「広域系統整備交付金交付」については、 「強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図る
ための電気事業法等の一部を改正する法律」において、新たに、広域機関が実施する業務として定められている。 88



10２－１ 広域系統整備計画策定及び届出に関する変更

［変更内容］

• 広域系統整備計画の策定及び届出に関して、以下のとおり規定

1. 広域系統長期方針を策定等するため、広域機関に新たに「広域連系系統のマスタープラン及び系統利
用ルールの在り方等に関する検討委員会」を設置し、既存の「広域系統整備委員会」とあわせて「設備
形成に係る委員会」とする旨規定

2. 広域機関は、マスタープラン等を踏まえ、広域系統整備計画を策定する旨規定

3. 広域機関は、費用便益評価の結果、広域系統整備交付金交付の対象となった広域系統整備計画
を、経済産業大臣へ届け出る旨規定

【定款第５条第５の３号】＜新設＞
【業務規程第４６条～第４８条、第５４条、第５６条、第５８条、第５９条第１項、

第６０条、第６２条～第６４条】 ＜変更＞
【業務規程第６１条の２、第６１条の３、第６３条第４項、第６３条の２、

第６３条の３】 ＜新設＞
【送配電等業務指針第３１条、第３３条、第４１条、第４４条、第４６～第４９条、

第５１条】＜変更＞
【送配電等業務指針別表６－１】＜削除＞
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11２－２ 広域系統整備交付金交付に関する変更

［変更内容］

• 広域系統整備交付金の交付に関して、以下のとおり規定

1. 広域系統整備交付金交付の対象となる広域系統整備計画に基づき系統増強等を行う事業者は、
系統増強等に係る費用の額を広域機関へ届出し、広域機関は経済産業大臣へ提出する旨規定

2. 広域機関は、卸電力取引所から値差収益の納付を受け、広域系統整備交付金として当該事業者に
交付する旨規定

【定款第５条第５の２号、第５６条の２ 】＜新設＞
【業務規程第５９条第２項】＜変更＞
【業務規程第６４条の２】＜新設＞
【送配電等業務指針第５３条の２】＜新設＞
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12（参考）広域系統整備計画の策定及び届出の業務フロー

国 電力広域的運営推進機関 事業実施主体

広域系統整備交付金の
交付対象の整備計画

広域系統整備交付金の
交付対象外の整備計画

整備計画の変更

工事完了
（運用開始）

変更命令※

整備計画の変更
※ 届出を行った整備計画が

基準を満たしていない場合

工事実施

通知届出

計画策定プロセス

通知

届出 通知通知

経済産業大臣

経済産業大臣

工事実施案
（工事内容・工事費等）

広域系統整備計画策定

マスタープラン策定
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13（参考）広域系統整備交付金交付業務のフロー

国 卸電力取引所 電力広域的運営推進機関 事業実施主体

流通設備の設置
等※に必要な費用

の届出

流通設備の設置等
に必要な費用

の提出

提出

交付金額算定

交付金交付

届出

交付

納付

※ 広域系統整備交付金
交付対象

値差収益の
納付の受入

経済産業大臣
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14（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：定款）

＜変更前＞ ＜変更後＞【定款】 【定款】
（業務内容）
第５条 （略）
一～五 （略）
（新設）

（新設）

六～九 （略）

（業務内容）
第５条 （略）
一～五 （略）
五の二 法第９７条第１項の卸電力取引所から法第９９条の
８の規定による納付を受け、変電用、送電用及び配電用の
電気工作物の整備及び更新に関する費用の一部に充てるた
めの交付金を交付すること。

五の三 前号に掲げる業務（以下「広域系統整備交付金交付
業務」という。）を実施するため、法第２８条の４７第１
項に規定する広域系統整備計画を策定すること。

六～九 （略）

（新設） （地域間売買取引の決算に係る利益の納付）
第５６条の２ 本機関は、広域系統整備交付金交付業務に要す
る費用に充てるため、法第９９条の８の規定により、卸電力
取引所から翌日市場における地域間売買取引の決算に係る収
入からその決済に要する費用を控除した金額の納付を受ける
ものとする。
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15（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）①

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】
（広域連系系統の設備形成）
第４６条 本機関は、法第２８条の４０第４号に基づき、広域連
系系統の設備形成に係る業務を行う。

（広域連系系統の設備形成）
第４６条 本機関は、法第２８条の４０第１項第５号の２、第５
号の３及び第８号の規定により、広域連系系統の設備形成に
係る業務を行う。

（基本要件及び受益者の決定）
第５６条 本機関は、計画策定プロセスの進め方を決定した案
件について、広域系統整備委員会の検討（代替的な方策との
比較検討を含む。）を踏まえ、広域系統整備の基本的な要件
（以下「広域系統整備の基本要件」という。）及び広域系統
整備の目的に照らして受益のある者（以下「受益者」とい
う。）の範囲を決定する。

（基本要件及び受益者の決定）
第５６条 本機関は、計画策定プロセスの進め方を決定した案
件について、設備形成に係る委員会の検討（代替的な方策と
の比較検討を含む。）を踏まえ、広域系統整備の基本的な要
件（以下「広域系統整備の基本要件」という。）及び広域系
統整備の目的に照らして受益のある者（以下「受益者」とい
う。）の範囲を決定する。

（広域系統整備委員会）
第４７条 本機関は、前条の業務を行うに当たって、定款第４
１条に基づき、広域連系系統の設備形成に関する常設の委員
会（以下「広域系統整備委員会」という。）を設置する。

（設備形成に係る委員会の設置）
第４７条 本機関は、前条の業務を行うに当たって、定款第４
１条の規定により、広域連系系統の設備形成等に関する常設
の委員会（以下「設備形成に係る委員会」という。）を設置
する。

（広域系統長期方針の策定）
第４８条 本機関は、広域系統整備委員会における検討を踏ま
え、全国大での広域連系系統の整備及び更新に関する方向性
を整理した長期方針（以下「広域系統長期方針」という。）
を策定し、１０年を超える期間を見通した全国の電力系統の
あるべき姿及びその実現に向けた考え方を示すものとする。

２・３ （略）

（広域系統長期方針の策定）
第４８条 本機関は、設備形成に係る委員会における検討を踏
まえ、全国大での広域連系系統の整備及び更新に関する方向
性を整理した長期方針（以下「広域系統長期方針」とい
う。）を策定し、１０年を超える期間を見通した全国の電力
系統のあるべき姿及びその実現に向けた考え方を示すものと
する。

２・３ （略）

（計画策定プロセスの進め方の決定）
第５４条 本機関は、計画策定プロセスを開始したときは、広
域系統整備委員会における検討を踏まえ、計画策定プロセス
の進め方を決定する。

２ （略）

（計画策定プロセスの進め方の決定）
第５４条 本機関は、計画策定プロセスを開始したときは、設
備形成に係る委員会における検討を踏まえ、計画策定プロセ
スの進め方を決定する。

２ （略）
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16（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）②

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】

（受益者及び費用負担割合等の決定）
第５９条 本機関は、設備形成に係る委員会における検討を踏
まえ、広域系統整備に要する費用の費用負担割合（一般負担
と特定負担の別及び電気供給事業者ごとの負担の割合をいう。
以下同じ。）等を決定する。

２ 本機関は、前項に掲げる場合において、実施案に基づき、
第５６条の規定により決定した受益者以外に広域系統整備の
目的に照らした受益者が認められるときは、当該受益者を含
め、費用負担割合等を決定する。

（受益者及び費用負担割合の決定）
第５９条 本機関は、広域系統整備委員会における検討を踏ま
え、広域系統整備に要する費用の費用負担割合（一般負担と
特定負担の別及び電気供給事業者ごとの負担の割合をいう。
以下同じ。）を決定する。

２ 本機関は、前項に掲げる場合において、実施案に基づき、
第５６条に基づき決定した受益者以外に広域系統整備の目的
に照らした受益者が認められるときは、当該受益者を含め、
費用負担割合を決定する。

（実施案の募集及び決定）
第５８条 （略）
２ 前項の規定にかかわらず、本機関は、既設設備の増強が適
当であると認めた場合その他実施案の募集を行うことが合理
的でないと認めるときは、実施案の提出を求める会員を特定
し、当該会員に対し、要件を示した上で実施案の提出を求め
ることができる。

３ 本機関は、前各項の規定により提出された実施案について、
設備形成に係る委員会において、経済性、系統の安定性、費
用対効果、事業実現性、事業継続性等の観点から総合的に評
価し、実施案及びその事業実施主体を決定する。

（実施案の募集及び決定）
第５８条 （略）
２ 前項にかかわらず、本機関は、既設設備の増強が適当であ
ると認めた場合その他実施案の募集を行うことが合理的でな
いと認めるときは、実施案の提出を求める会員を特定し、当
該会員に対し、要件を示した上で実施案の提出を求めること
ができる。

３ 本機関は、前各項に基づき提出された実施案について、広
域系統整備委員会において、経済性、系統の安定性、費用対
効果、事業実現性、事業継続性等の観点から総合的に評価し、
実施案及びその事業実施主体を決定する。
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17（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）③

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】

（広域系統整備計画の進捗状況の把握）
第６２条 （略）
２ 本機関は、前項により提出された情報に基づき、必要に応
じて現地確認を行い、広域系統整備計画の工程の遅延の有無
等を確認するとともに、その内容を広域系統整備委員会に報
告する。

３ 本機関は、広域系統整備計画の進捗の遅延等により当該広
域系統整備計画の目的に影響があると認めた場合は、その対
応について広域系統整備委員会において検討を行う。

（広域系統整備計画の進捗状況の把握）
第６２条 （略）
２ 本機関は、前項の規定により提出された情報に基づき、必
要に応じて現地確認を行い、広域系統整備計画の工程の遅延
の有無等を確認するとともに、その内容を設備形成に係る委
員会に報告する。

３ 本機関は、広域系統整備計画の進捗の遅延等により当該広
域系統整備計画の目的に影響があると認めた場合は、その対
応について設備形成に係る委員会において検討を行う。

（新設） （広域系統整備計画の公表及び通知）
第６１条の２ 本機関は、第６０条の規定により広域系統整備
計画を策定した場合には、策定した広域系統整備計画を公表
するとともに、事業実施主体及び受益者に対して通知する。

（新設） （広域系統整備計画の届出）
第６１条の３ 本機関は、第６０条の規定により策定した広域
系統整備計画が、法第２８条の４０第１項第５号の２に規定
する交付金（以下「広域系統整備交付金」という。）の交付
業務の実施対象となる場合は、法第２８条の４７第２項に規
定する事項を記載した広域系統整備計画を経済産業大臣へ届
出を行う。

（広域系統整備計画の策定）
第６０条 本機関は、広域系統整備委員会の検討を踏まえ、決
定された実施案、事業実施主体及び費用負担割合に基づき、
広域系統整備計画を策定し、公表する。

２ 本機関は、広域系統整備計画の策定後、事業実施主体及び
受益者に対し、策定した広域系統整備計画の内容を通知する。

（広域系統整備計画の策定）
第６０条 本機関は、設備形成に係る委員会の検討を踏まえ、

決定された実施案、事業実施主体及び費用負担割合に基づき、
広域系統整備計画を策定する。

（削る）
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18（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）④

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】
（広域系統整備計画の変更）
第６３条 本機関は、用地事情、需要動向の変化その他やむを
得ない事由が発生した場合において、広域系統整備計画を変
更することが合理的となったとき又は広域系統整備計画の実
現が困難となったときは、広域系統整備委員会において検討
の上、広域系統整備計画を変更することができる。

２ 前項にかかわらず、広域系統整備計画の変更が軽微なもの
である場合には、本機関は、広域系統整備委員会の検討を経
ることなく、広域系統整備計画を変更することができる。た
だし、この場合、本機関は、広域系統整備計画の変更内容に
ついて、広域系統整備委員会に報告する。

３ 本機関は、前各項に基づき、広域系統整備計画を変更した
場合には、速やかに変更後の広域系統整備計画を公表すると
ともに、事業実施主体及び受益者に対し、広域系統整備計画
の内容を通知する。

（新設）

（広域系統整備交付金の交付業務の実施対象外の広域系統整備
計画の変更）
第６３条 本機関は、広域系統整備交付金の交付業務の実施対
象でないとして、第６１条の３の規定による届出を行ってい
ない広域系統整備計画を変更するときは、設備形成に係る委
員会において検討の上、これを変更することができる。

２ 前項の規定にかかわらず、第６１条の３の規定による届出
を行っていない広域系統整備計画の変更が軽微なものである
場合には、本機関は、設備形成に係る委員会の検討を経るこ
となく、広域系統整備計画を変更することができる。ただし、
この場合において、本機関は、当該変更内容について、設備
形成に係る委員会に報告する。

３ 本機関は、前各項の規定により広域系統整備計画を変更し
た場合には、変更後の広域系統整備計画を公表するとともに、
事業実施主体及び受益者に対して通知する。

４ 本機関は、第１項の規定により変更する広域系統整備計画
を広域系統整備交付金の交付業務の実施対象としようとする
場合には、再度、計画策定プロセスを実施する。
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19（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）⑤

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】

（新設） （経済産業大臣からの変更命令による広域系統整備計画の変
更）
第６３条の３ 本機関は、第６１条の３又は第６３条の２の規
定により届出を行った広域系統整備計画に対して経済産業大
臣から変更すべきことを命じられた場合には、設備形成に係
る委員会において検討の上、法第２８条の４７第４項各号に
適合するよう変更し、変更する旨及び変更しようとする広域
系統整備計画を経済産業大臣へ届出を行う。

２ 本機関は、前項の規定により広域系統整備計画を変更した
場合には、変更した広域系統整備計画を公表するとともに、
事業実施主体及び受益者に対して通知する。

（新設） （広域系統整備交付金の交付業務の実施対象となる広域系統整
備計画の変更）
第６３条の２ 本機関は、広域系統整備交付金の交付業務の実
施対象であるとして、第６１条の３の規定により届出を行っ
た広域系統整備計画を変更する場合は、設備形成に係る委員
会において検討の上、変更する旨及び変更しようとする広域
系統整備計画を経済産業大臣へ変更の届出を行う。

２ 前項の規定にかかわらず、第６１条の３の規定により届出
を行った広域系統整備計画の変更が、法第２８条の４７第３
項ただし書の経済産業省令で定める軽微な事項に係る変更で
ある場合には、本機関は、設備形成に係る委員会における検
討を経ることなく、当該広域系統整備計画を変更し経済産業
大臣へ変更の届出を行うことができる。ただし、この場合に
おいて、本機関は、当該変更内容について、設備形成に係る
委員会に報告する。

３ 本機関は、前各項の規定により広域系統整備計画を変更し
た場合には、変更した広域系統整備計画を公表するとともに、
事業実施主体及び受益者に対して通知する。
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20（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）⑥

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】 【業務規程】

（新設） （広域系統整備交付金の交付）
第６４条の２ 本機関は、第６１条の３の規定により届出を
行った広域系統整備計画の事業実施主体に対して広域系統整
備交付金を交付するに当たり、事業実施主体から、毎年度、
広域系統整備計画に基づき設置等を行った流通設備の設置及
び維持に要する費用について、広域系統整備計画ごとに届出
を受ける。

２ 本機関は、前項の規定により届出を受けた場合には、届出
された費用の額を広域系統整備計画ごとに経済産業大臣に毎
年度提出する。

３ 本機関は、前項の規定により提出を行った費用の額を基に
経済産業省令で定める算定方法により、交付する広域系統整
備交付金の額を算定する。

４ 本機関は、第１項の規定により届出を行った事業実施主体
に対し交付すべき額その他必要な事項を通知する。

５ 本機関は、広域系統整備交付金の交付の対象となる流通設
備の使用開始から当該流通設備の耐用年数（減価償却資産の
耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）別
表第１又は別表第２に掲げる耐用年数をいう。）の期間にお
いて、毎年度、第３項の規定により算定した広域系統整備交
付金の額を、第１項の規定により届出を行った事業実施主体
に当該年度の早期に交付する。

（計画策定プロセスを開始した場合の系統アクセス業務の取扱い）
第６４条 本機関は、計画策定プロセスを早期かつ適切に進め、
広域系統整備計画の実現性を担保するために必要であると認
めた場合は、広域系統整備委員会の検討を踏まえ、周辺系統
に確保する容量、確保を開始する時期、契約申込みの回答可
否その他の系統アクセス業務における取扱いを決定し公表す
るとともに、関係する一般送配電事業者たる会員に通知する。

（計画策定プロセスを開始した場合の系統アクセス業務の取扱い）
第６４条 本機関は、計画策定プロセスを早期かつ適切に進め、
広域系統整備計画の実現性を担保するために必要であると認
めた場合は、設備形成に係る委員会の検討を踏まえ、周辺系
統に確保する容量、確保を開始する時期、契約申込みの回答
可否その他の系統アクセス業務における取扱いを決定し公表
するとともに、関係する一般送配電事業者たる会員に通知する。
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21（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）①

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】【送配電等業務指針】

（実施案等の募集の要否の決定）
第４１条 本機関は、広域系統整備の基本要件を決定する際に、
広域系統整備委員会の意見を踏まえ、実施案及び事業実施主
体の募集を行うか否かを決定する。

（実施案等の募集の要否の決定）
第４１条 本機関は、広域系統整備の基本要件を決定する際に、
設備形成に係る委員会の意見を踏まえ、実施案及び事業実施
主体の募集を行うか否かを決定する。

（広域系統整備委員会への協力）
第３１条 電気供給事業者は、広域系統整備委員会の要請に基
づき、広域系統整備委員会の運営に関して協力しなければな
らない。

（設備形成に係る委員会への協力）
第３１条 電気供給事業者は、業務規程第４７条の規定により
設置された広域連系系統の設備形成等に関する常設の委員会
（以下「設備形成に係る委員会」という。）の要請に基づき、
設備形成に係る委員会の運営に関して協力しなければならな
い。

（本機関の発議による計画策定プロセスの検討開始要件）
第３３条 業務規程第５１条第１号に基づく、計画策定プロセ
スの検討開始要件は次の各号に掲げるとおりとする。ただし
、業務規程第５２条第２項に掲げる場合には、計画策定プロ
セスの検討を開始しない。
一・二 （略）

２ （略）
３ 本機関は、次の各号に掲げる要件については、第１項によ
り計画策定プロセスを開始したか否かにかかわらず、次の各
号に掲げる頻度で要件適否の状況を取りまとめ、広域系統整
備委員会に報告するとともに公表する。
一・二 （略）

４ （略）

（本機関の発議による計画策定プロセスの検討開始要件）
第３３条 業務規程第５１条第１号に規定する計画策定プロセ

スの検討開始要件は次の各号に掲げるとおりとする。ただし、
業務規程第５２条第２項に掲げる場合には、計画策定プロセ
スの検討を開始しない。
一・二 （略）

２ （略）
３ 本機関は、次の各号に掲げる要件については、第１項の規
定により計画策定プロセスを開始したか否かにかかわらず、
次の各号に掲げる頻度で要件適否の状況を取りまとめ、設備
形成に係る委員会に報告するとともに公表する。
一・二 （略）

４ （略）
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22（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）②

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】【送配電等業務指針】

（実施案及び事業実施主体の評価方法）
第４６条 （略）
２ 本機関は、実施案の評価において、経済性、系統の安定性、
若しくは事業実現性等を向上させ、又は、提出された実施案
について適正な比較評価を行うために必要であると認めた場
合には、広域系統整備委員会の検討を踏まえ、当該実施案の
応募者との間で実施案の修正に関する協議を行う。ただし、
軽微な修正については、広域系統整備委員会の検討を経るこ
となく、修正協議を行うことができる。

３ 実施案の応募者は、前項の協議による場合を除き、実施案
の内容を修正することはできない。ただし、実施案を改善す
る場合であって、広域系統整備委員会において認められたと
きは、この限りでない。

４ （略）

（実施案及び事業実施主体の評価方法）
第４６条 （略）
２ 本機関は、実施案の評価において、経済性、系統の安定性、
若しくは事業実現性等を向上させ、又は、提出された実施案
について適正な比較評価を行うために必要であると認めた場
合には、設備形成に係る委員会の検討を踏まえ、当該実施案
の応募者との間で実施案の修正に関する協議を行う。ただし、
軽微な修正については、設備形成に係る委員会の検討を経る
ことなく、修正協議を行うことができる。

３ 実施案の応募者は、前項の協議による場合を除き、実施案
の内容を修正することはできない。ただし、実施案を改善す
る場合であって、設備形成に係る委員会において認められた
ときは、この限りでない。

４ （略）

（実施案の募集を行わない場合の手続）
第４４条 本機関は、実施案の募集を行うことが合理的でない
と認める場合は、その理由を踏まえ、広域系統整備委員会の
検討を踏まえ、有資格事業者の中から実施案の提出を求める
事業者を決定する。

２ 前項に基づき実施案の提出を求められた事業者は、本機関
が定める期限までに、実施案を策定し、本機関に提出しなけ
ればならない。

（実施案の募集を行わない場合の手続）
第４４条 本機関は、実施案の募集を行うことが合理的でない
と認める場合は、その理由を踏まえ、設備形成に係る委員会
の検討を踏まえ、有資格事業者の中から実施案の提出を求め
る事業者を決定する。

２ 前項の規定により実施案の提出を求められた事業者は、本
機関が定める期限までに、実施案を策定し、本機関に提出し
なければならない。
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23（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）③

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】【送配電等業務指針】
（費用負担割合の決定）
第４７条 広域系統整備に要する費用は、受益者が受益の程度
に応じて費用を負担することを原則とし、本機関は、別表６
－１に掲げる例を踏まえた検討の上、法令及び費用負担ガイ
ドラインその他の国が定める指針に基づき、広域系統整備の
費用負担割合を決定する。

２ 本機関は、前項の検討の結果、広域系統整備に要する費用
の負担を求めることが適当であると認めた全ての電気供給事
業者（以下「費用負担候補者」という。）に対して検討結果
を示し、広域系統整備委員会へのオブザーバーとしての招聘、
書面による意見聴取その他適宜の方法で個別に意見を求めな
ければならない。

３ 本機関は、広域系統整備委員会において費用負担候補者の
意見を踏まえた検討を行い、費用負担割合の案を決定の上、
費用負担候補者に通知する。

４ 本機関は、前項において通知した費用負担割合の案に対し、
全ての費用負担候補者から書面による同意を得た場合に、費
用負担割合を決定する。なお、費用負担候補者が第３５条第
２項又は第４０条第５項により提起又は応募を取り下げた場
合その他費用負担の意思がないことが明らかとなった場合は、
当該費用負担候補者を除外の上、前各項に準じ、再度、費用
負担割合を検討する。

（費用負担割合の決定）
第４７条 広域系統整備に要する費用は、受益者が受益の程度
に応じて費用を負担することを原則とし、本機関は、法令及
び費用負担ガイドラインその他の国が定める指針に基づき、
広域系統整備の費用負担割合を決定する。

２ 本機関は、前項の検討の結果、広域系統整備に要する費用
の負担を求めることが適当であると認めた全ての電気供給事
業者（以下「費用負担候補者」という。）に対して検討結果
を示し、設備形成に係る委員会へのオブザーバーとしての招
聘、書面による意見聴取その他適宜の方法で個別に意見を求
めなければならない。

３ 本機関は、設備形成に係る委員会において費用負担候補者
の意見を踏まえた検討を行い、費用負担割合の案を決定の上、
費用負担候補者に通知する。

４ 本機関は、前項の規定において通知した費用負担割合の案
に対し、全ての費用負担候補者から書面による同意を得た場
合に、費用負担割合を決定する。なお、費用負担候補者が第
３５条第２項又は第４０条第５項の規定により提起又は応募
を取り下げた場合その他費用負担の意思がないことが明らか
となった場合は、当該費用負担候補者を除外の上、前各項の
規定に準じて、再度、費用負担割合を検討する。
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24

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】
（削る）

（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）④

※ 広域系統整備の効果が複数認められる場合はそれらを
複合的に勘案の上、受益者を決定する。

【送配電等業務指針】
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25

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】

（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）⑤

【送配電等業務指針】

（広域系統整備計画の内容）
第４９条 （略）
一 流通設備の増強の必要性及び代替案との比較の考え方
二 増強する流通設備の容量及びその考え方
三 流通設備の増強の方法（増強又は新設の別、概略ルー
ト）及びその考え方

四 概略工事費及びその考え方
五 流通設備の増強の完了時期
六 実施案及び事業実施主体の選定結果
七 受益者及びその考え方
八 増強費用の負担割合及びその考え方
九 その他広域連系系統の整備に関する事項

（広域系統整備計画の内容）
第４９条 （略）
一 広域系統整備計画の策定に係る検討の経緯及びその内容
二 整備又は更新をしようとする流通設備
三 流通設備の整備又は更新の方法
四 工事費の概算額、運転維持費の概算額及び費用負担の負
担割合等及びその考え方

五 流通設備の整備又は更新の工事の完了の予定時期
六 事業実施主体
（削る）
（削る）
七 その他広域連系系統の整備に関する事項

（費用負担割合の検討結果に不服がある場合）
第４８条 前条第３項による通知内容（前条第４項なお書に基
づく再検討後のものを含む。）に不服がある費用負担候補者
は、本機関に対して、不服の内容及び理由を明らかにした上
で、費用負担割合の再検討を要請することができる。

２ 本機関は、費用負担割合の再検討の要請を受けた場合、広
域系統整備委員会において不服の内容及び理由を踏まえ、業
務規程第５９条及び前条に準じた再検討を行い、その結果を
通知する。

（費用負担割合の検討結果に不服がある場合）
第４８条 前条第３項の規定による通知内容（前条第４項後段
の規定による再検討後のものを含む。）に不服がある費用負
担候補者は、本機関に対して、不服の内容及び理由を明らか
にした上で、費用負担割合の再検討を要請することができる。

２ 本機関は、費用負担割合の再検討の要請を受けた場合、設
備形成に係る委員会において不服の内容及び理由を踏まえ、
業務規程第５９条及び前条の規定に準じて再検討を行い、そ
の結果を通知する。
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26（参考）広域系統整備に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）⑥

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】【送配電等業務指針】

（新設） （広域系統整備計画により設置等を行った流通設備の設置及び
維持に要する費用の額の届出）
第５３条の２ 業務規程第６１条の３の規定により届出を行っ
た広域系統整備計画の事業実施主体は、法第２８条の４０第
１項第５号の２に規定する交付金（以下「広域系統整備交付
金」という。）の交付を受けることができる。

２ 事業実施主体は、前項の広域系統整備交付金の交付を受け
るに当たり、広域系統整備計画により設置等を行った流通設
備の使用開始から当該流通設備の耐用年数（減価償却資産の
耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）別
表第１又は別表第２に掲げる耐用年数をいう。）の期間、減
価償却が行われる前年度に、広域系統整備計画ごとに当該流
通設備を設置及び維持に要する費用の額を、毎年度、本機関
に届け出なければならない。

（計画策定プロセスの終了）
第５１条 （略）

一 第３８条第１項に基づき、計画策定プロセスを継続する
必要性がないと決定した場合

二・三 （略）
四 その他広域系統整備委員会の検討に基づき、広域系統整
備計画の策定を行うことが困難であると認められる場合

２ 本機関は、前項第３号又は第４号にかかわらず、広域系統
整備の基本要件や実施案を見直すこと等によって、広域系統
整備計画の策定に至る見込みがある場合は、基本要件や実施
案の見直し等を行った上で、第３９条から前条に準じ、計画
策定プロセスを継続する。

３ 本機関は、計画策定プロセスを終了する場合には、検討提
起者又は業務規程第５１条第３号に基づく検討の要請者、応
募事業者及び費用負担候補者の意見を聴取しなければならな
い。

（計画策定プロセスの終了）
第５１条 （略）
一 第３８条第１項の規定により、計画策定プロセスを継続
する必要性がないと決定した場合

二・三 （略）
四 その他設備形成に係る委員会の検討に基づき、広域系統
整備計画の策定を行うことが困難であると認められる場合

２ 本機関は、前項第３号又は第４号の規定にかかわらず、広
域系統整備の基本要件や実施案を見直すこと等によって、広
域系統整備計画の策定に至る見込みがある場合は、基本要件
や実施案の見直し等を行った上で、第３９条から前条までの
規定に準じて、計画策定プロセスを継続する。

３ 本機関は、計画策定プロセスを終了する場合には、検討提
起者又は業務規程第５１条第３号の規定による検討の要請者、
応募事業者及び費用負担候補者の意見を聴取しなければなら
ない。
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27

1. 新業務への対応に関する規定の変更（定款、業務規程）【スライド２～７】
• 新業務への準備及び役員の定数に関する変更

2. 広域系統整備に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）【スライド８～２６】
２－１．広域系統整備計画策定及び届出に関する変更
２－２．広域系統整備交付金交付に関する変更

3. 系統アクセスに関する規定の変更（業務規程、送配電等業務指針）【スライド２７～４１】
• リプレース及び休廃止等する発電設備等の取り扱いに関する変更

4. 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）
【スライド４２～５２】
• 災害等復旧費用の相互扶助に関する変更
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28３ 系統アクセスに関する規定の変更の背景

これらに対応するため、情報の公開方法に関する新たなルールを策定
また、手続きの合理化を図るため、情報公開に関する新たなルール策定に合わせて、リプレース募プロに関す
る規定を廃止し、現行の「電源接続案件一括検討プロセス（※２） （以下「一括検討プロセス」という）」に
関する規定を一部変更することで対応

現行のリプレース募プロの規定では、送電系統の空き容量の情報は公開することとはしているものの、以下
のような場合、当該事業者以外の事業者は、空き容量が増加したことに気付くことが困難であるため、
情報取得の面で不利となる。
• 10万kW以上の発電設備等が廃止される場合であっても、例えば、リプレース後の発電設備等の最大

受電電力が既存の連系可能量の範囲内である場合など、リプレース募プロの基準を満たさない場合
• 発電設備等の休止など、送電系統の空き容量の増加の要因が廃止ではない場合

※2 発電設備等を送電系統に連系等するにあたり、送電系統の容量が不足し増強工事が必要となる場合、
近隣の案件も含めた対策を立案し、系統連系希望者で増強工事費を共同負担するプロセス

同一事業者が同一地域で発電所の建替えを行い同一系統にアクセスすること（既存発電設備のリプレー
ス）は、新規発電設備等の設置であるということを踏まえると、系統連系に関しては、新規発電設備等
の連系の場合と同様に取り扱うことが公平であるとの考えから、2015年に「リプレース案件系統連系募集
プロセス（※１）（以下「リプレース募プロ」という）」を導入した。

※1 設備容量が10万kW以上の発電設備等がリプレースされる場合で、かつ、広域機関がリプレース募プロ対象と判断した
場合に、広域機関が当該発電設備等が連系する送電系統への系統連系希望者を募集するもの
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29３ 系統アクセスに関する規定の変更の内容①

［変更内容］
① リプレース募プロの廃止のため、規定を変更

【業務規程第９０条～第９６条、附則（平成２８年４月１日）第２条】 ＜削除＞
【送配電等業務指針第９３条】 ＜変更＞
【送配電等業務指針第１２０条の４第４項、第１２５条～第１３１条、

附則（平成２８年４月１日）第５条】 ＜削除＞

② リプレースの有無に関わらず、発電設備等の休止、廃止又は最大受電電力の減少により、送電
系統の連系可能量が10万kW以上増加することが確実に見込まれる場合、一般送配電事業者は、

・ 増加する連系可能量（増加連系可能量）、時期及び連系可能量が増加する送電系統を
ウェブサイトにおいて公表する旨規定

・ 公表日から12か月間、増加連系可能量を確保する旨規定
【送配電等業務指針第１２４条】 ＜変更＞
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30３ 系統アクセスに関する規定の変更の内容②

［変更内容］
③ 12か月の情報公表期間中であっても、以下の場合には、一般送配電事業者は一括検討プロセス

を開始する旨規定
・ 一般送配電事業者が、過去の接続検討等の申込を踏まえ、連系等を行うことが見込まれる
発電設備等の出力が、既存の連系可能量を超過し、系統増強の見込みがあると判断した場合

・ 一般送配電事業者が、休廃止等手続に起因している発電事業者等から発電設備等の契約
申込を受領した場合
【送配電等業務指針第８９条、第１２０条の４ 】 ＜変更＞

④ 休廃止等に起因して一括検討プロセスを開始した場合においても、増加連系可能量を開放するこ
とで系統増強が不要となる場合等は、早期の系統連系を目的とし、一括検討プロセスの手続きを
一部省略できる旨規定
【送配電等業務指針第１２１条の２、第１２３条、第１２３条の２】 ＜変更＞
【送配電等業務指針第１２３条の９】 ＜新設＞

⑤ 本ルールの施行日において、既にリプレース募プロを開始している案件等の取り扱いについて規定
【業務規程附則第３条】 ＜新設＞
【送配電等業務指針附則第２条】 ＜新設＞
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31

10万kW以上発電設備等
長期計画停止
（供給計画）

10万kW以上発電設備等
廃止申込

10万kW以上発電設備等
最大受電電力減少申込

10万kW以上発電設備等
廃止
（供給計画）

新業務フロー 【一般送配電事業者が主体となり進行】

旧業務フロー（リプレース募プロ） 【一般送配電事業者の協力のもと広域機関が主体となり進行】
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（参考）系統アクセスに関する規定の変更（新旧業務フロー）
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変更内容③
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変更内容②
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変更内容④

スライド２９
変更内容①
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新しいリプレース及び休廃止等す
る発電設備等の取り扱いを適用

引き続きリプレース募集プロセスを
継続して適用することを規定

＜リプレース募集プロセスのフローとその取扱い＞

（参考）系統アクセスに関する規定の変更（リプレース募集プロセスのフローとその取扱い）

スライド３０
変更内容⑤
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33（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）①

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】
（リプレースを行う発電設備等の廃止計画の公表）
第９０条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスの開始）
第９１条 （条文記載省略）

（募集要綱の策定等）
第９２条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスの中止）
第９３条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスへの応募）
第９４条 （条文記載省略）

（連系希望量が接続可能量の範囲内である場合の取扱い）
第９５条 （条文記載省略）

（連系希望量が接続可能量の範囲を超える場合の取扱い）
第９６条 （条文記載省略）

第９０条 削除

第９１条 削除

第９２条 削除

第９３条 削除

第９４条 削除

第９５条 削除

第９６条 削除

【業務規程】

附則（平成２８年４月１日）
（リプレース案件系統連系募集プロセスの適用）
第２条 （条文記載省略）

附則（平成２８年４月１日）

第２条 削除
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34（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）②

＜変更前＞ ＜変更後＞【業務規程】【業務規程】

（新設） 附則（令和 年 月 日）

（リプレース案件系統連系募集プロセスに関する経過措置）
第３条 この業務規程の施行の際現にリプレース該当性判断を
行っている案件については、既にリプレースに該当するか否
かを判断した案件を除き、当該案件をリプレース発電設備等
の所在する供給区域の一般送配電事業者たる会員に通知する。

２ この業務規程の施行の際現にリプレース案件系統募集プロ
セスを開始している案件については、改正後の業務規程の規
定にかかわらず、なお従前の例による。
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35（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）①

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】

（暫定的な容量確保の特例）
第９３条 （略）
一 本機関から業務規程第６４条、第９１条第３項、第９５
条第２項及び第９６条第３項の通知を受けた場合 当該通
知の内容

二 第１２０条の４第１項に基づき電源接続案件一括検討プ
ロセスを開始する場合 第１２１条の２第１項において定
めた内容

（暫定的な容量確保の特例）
第９３条 （略）
一 本機関から業務規程第６４条の通知を受けた場合 当該
通知の内容

二 第１２０条の４第１項の規定により電源接続案件一括検
討プロセスを開始する場合 第１２１条の２第１項におい
て定めた内容

【送配電等業務指針】
（接続検討の申込みを行っていない場合等の取扱い）
第８９条 第８８条第１項にかかわらず、一般送配電事業者は、
第７９条第１項に掲げる場合において、次の各号に掲げると
きは、発電設備等に関する契約申込みを受け付けず、接続検
討の申込みその他の適切な対応を行うよう求めるものとする。

一～六 （略）
（新設）
２ （略）
３ 第１項第２号及び第３号にかかわらず、一般送配電事業者
は、発電設備等に関する契約申込みの内容と接続検討の回答
内容の差異又は接続検討の前提となる事実関係の変動が契約
申込みに伴う技術検討の内容に影響を与えないことが明らか
であると認める場合は、発電設備等に関する契約申込みを受
け付けることができる。

（接続検討の申込みを行っていない場合等の取扱い）
第８９条 第８８条第１項の規定にかかわらず、一般送配電事
業者は、第７９条第１項に掲げる場合において、次の各号に
掲げるときは、発電設備等に関する契約申込みを受け付けず、
接続検討の申込みその他の適切な対応を行うよう求めるもの
とする。
一～六 （略）
七 第１２０条の４第１項第５号に掲げる場合

２ （略）
３ 第１項第２号及び第３号の規定にかかわらず、一般送配電
事業者は、発電設備等に関する契約申込みの内容と接続検討
の回答内容の差異又は接続検討の前提となる事実関係の変動
が契約申込みに伴う技術検討の内容に影響を与えないことが
明らかであると認める場合は、発電設備等に関する契約申込
みを受け付けることができる。
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36（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）②

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】
（電源接続案件一括検討プロセスの開始）
第１２０条の４ （略）
一 一般送配電事業者が、第１２０条の２に基づく申込みの
受付後、当該申込みの対象となる送電系統について、効率
的な系統整備の観点等から電源接続案件一括検討プロセス
を開始することが必要と判断した場合

二 （略）
三 本機関から業務規程第７５条第１項に基づき要請を受け
た場合

四 本機関から業務規程第９６条第１項に基づき要請を受け
た場合

（新設）

２ 一般送配電事業者は、第１２０条の２に基づく申込みの受
付後、効率的な系統整備の観点等から電源接続案件一括検討
プロセスを開始することが必要ない旨を判断した場合は、系
統連系希望者に対し、その旨を通知するとともに必要な説明
を行う。

（電源接続案件一括検討プロセスの開始）
第１２０条の４ （略）
一 一般送配電事業者が、第１２０条の２の規定による申込
みの受付後、当該申込みの対象となる送電系統について、
効率的な系統整備の観点等から電源接続案件一括検討プロ
セスを開始することが必要と判断した場合

二 （略）
三 本機関から業務規程第７５条第１項の規定により要請を
受けた場合

四 一般送配電事業者が、第１２４条第２項に掲げる期間に
おいて、過去の事前相談及び接続検討の申込状況等を踏ま
え、連系等を行うことが見込まれる発電設備等の最大受電
電力が既存の連系可能量を超過すると判断した場合

五 一般送配電事業者が、第１２４条第２項に掲げる期間に
おいて、発電設備等の休止又は廃止等の手続（第１０７条
に規定する手続により最大受電電力が減少された場合を含
む。以下「休廃止等手続」という。）の対象となる送電系
統を対象とする第８８条の規定による申込みの申込書類を
受領した場合で、系統連系希望者間の情報取得の公平性の
観点から電源接続案件一括検討プロセスを開始することが
必要と判断した場合

２ 一般送配電事業者は、第１２０条の２の規定による申込み
の受付後、効率的な系統整備の観点等から電源接続案件一括
検討プロセスを開始することが必要ない旨を判断した場合又
は第１項第４号若しくは第５号の規定により電源接続案件一
括検討プロセスを開始する場合は、系統連系希望者に対し、
その旨を通知するとともに必要な説明を行う。

【送配電等業務指針】
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37（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）③

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】
３ 一般送配電事業者は、第１項各号に基づき電源接続案件一
括検討プロセスを開始する場合及び第２項に基づき同プロセ
スを開始しない場合は、本機関に対し、その旨及びその理由
を報告する。

４ 一般送配電事業者は、第１項第４号の場合は、第１２１条
の２に準じて、必要事項を定め公表した上で募集対象となる
送電系統への系統連系希望者の募集を省略し、第１２２条の
３に基づく、接続検討の申込みに対する検討から実施するこ
とができる。

３ 一般送配電事業者は、第１項各号の規定により電源接続案
件一括検討プロセスを開始する場合及び第２項の規定により
同プロセスを開始しない場合は、本機関に対し、その旨及び
その理由を報告する。

（削る）

【送配電等業務指針】

（電源接続案件一括検討プロセスの前提条件の策定等）
第１２１条の２ 一般送配電事業者は、電源接続案件一括検討
プロセスの開始にあたって、同プロセスの対象となる送電系
統の増強の概要、募集対象エリア、電源接続のために必要と
なる送電系統に暫定的に確保する容量その他の同プロセスの
前提条件について検討を行い、これを定める。

２ （略）

（電源接続案件一括検討プロセスの前提条件の策定等）
第１２１条の２ 一般送配電事業者は、電源接続案件一括検討
プロセスの開始にあたって、同プロセスの対象となる送電系
統の増強の概要、募集対象エリア、電源接続のために必要と
なる送電系統に暫定的に確保する容量その他の同プロセスの
前提条件について検討を行い、これを定める。ただし、第
１２０条の４第１項第４号又は第５号に掲げる場合において、
電源接続案件一括検討プロセスを開始するときは、同プロセ
スの対象となる送電系統の増強の概要についての検討を省略
することができる。

２ （略）
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38

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】 【送配電等業務指針】

（電源接続案件一括検討プロセスにおける契約申込みの受付）
第１２３条の２ 一般送配電事業者は、前条の電源接続案件一
括検討プロセスにおける契約申込みの申込書類を受領した場
合には、申込書類に必要事項が記載されていることを確認の
上、契約申込みを受け付ける。ただし、申込書類に不備があ
る場合には、申込書類の修正を求め、不備がないことを確認
した上で契約申込みの受付を行う。

２～４ （略）

（電源接続案件一括検討プロセスにおける手続の一部の省略）
第１２３条の９ 一般送配電事業者は、電源接続案件一括検討
プロセスにおける検討において増強工事が不要となった等の
理由により、電源接続案件一括検討プロセスにおける手続の
一部を省略しても系統連系希望者に不利益が生じず、かつ、
系統連系希望者間の公平性を害しないと判断したときは、電
源接続案件一括検討プロセスにおける手続の一部を省略する
ことができる。この場合において、一般送配電事業者は、系
統連系希望者に対し、その旨及び電源接続案件一括検討プロ
セスにおける契約申込手続の内容を書面にて通知し、必要な
説明を行う。

（電源接続案件一括検討プロセスにおける契約申込み）
第１２３条 第１２２条の１１の回答を受領した系統連系希望
者は、回答内容を踏まえ、募集対象となる送電系統への連系
等を希望する場合には、一般送配電事業者に対し、電源接続
案件一括検討プロセスにおける契約申込みを行わなければな
らない。

２ 前項の申込みを行う系統連系希望者は、申込みに伴い、一
般送配電事業者と工事費負担金の補償に関する契約を締結し
なければならない。

（電源接続案件一括検討プロセスにおける契約申込み）
第１２３条 第１２２条の１１の回答又は第１２３条の９の通
知を受領した系統連系希望者は、回答内容を踏まえ、募集対
象となる送電系統への連系等を希望する場合には、一般送配
電事業者に対し、電源接続案件一括検討プロセスにおける契
約申込みを行わなければならない。

２ 前項の規定により申込みを行う系統連系希望者は、申込み
に伴い、一般送配電事業者と工事費負担金の補償に関する契
約を締結しなければならない。ただし、第１２３条の９の通
知を受領した系統連系希望者が契約申込みを行う場合におい
ては、その限りではない。

（電源接続案件一括検討プロセスにおける契約申込みの受付）
第１２３条の２ 一般送配電事業者は、前条の電源接続案件一
括検討プロセスにおける契約申込みの申込書類を受領した場
合には、申込書類に必要事項が記載されていること及び第
１２３条の９の規定により電源接続案件一括検討プロセスに
おける手続の一部を省略したときは、第８８条の２に規定す
る保証金を要しない場合を除き、同条に規定する保証金が入
金されていることを確認の上、契約申込みを受け付ける。た
だし、申込書類に不備がある場合には、申込書類の修正を求
め、不備がないことを確認した上で契約申込みの受付を行う。

２～４ （略）

（新設）

（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）④
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39（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）⑤

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】
（リプレース案件の対象となる資本関係及び契約関係）

第１２４条 業務規程第９０条第１項第２号に定めるリプレー
ス対象事業者は、リプレース対象廃止計画を提出した発電事
業者及び当該発電事業者と次の各号に掲げる資本関係又は契
約関係を有する者とする。

一 資本関係を有する者 次のア及びイに掲げる者
ア 当該発電事業者の親子法人等
イ 当該発電事業者の関連会社（財務諸表等の用語、様式
及び作成方法に関する規則（昭和３８年１１月２７日大
蔵省令第５９号）第８条に定める者をいう。以下同
じ。）並びに当該発電事業者の親子法人等の関連会社

二 契約関係を有する者 次のアからウに掲げる者
ア 当該発電事業者と新設発電設備等を共同で開発又は維
持、運用する契約を締結し、又は、締結することを予定
している電気供給事業者

イ 当該発電事業者と新設発電設備等から発電される電気
を受給する契約（ＦＩＴ法に基づく特定契約を除く。）
を締結し、又は、締結することを予定している電気供給
事業者

ウ この号ア及びイに掲げる電気供給事業者と前号に掲げ
る資本関係がある者

（新設）

（電源廃止等により１０万キロワット以上連系可能量が増加す
る場合の取扱い）
第１２４条 一般送配電事業者は、休廃止等手続により、連系
可能量が１０万キロワット以上増加することが確実に見込ま
れるときは、当該休廃止等手続により増加する連系可能量
（以下「増加連系可能量」という。）及び増加する時期、並
びに連系可能量が増加する送電系統を、系統情報ガイドライ
ンに基づき、速やかに自身のウェブサイトにおいて公表する。

２ 前項の規定にかかわらず、一般送配電事業者は、この章の
規定の適用については前項の規定により公表した日より１２
か月が経過するまでの間は、休廃止等手続の対象となる発電
設備等が休廃止等手続前における最大受電電力のまま連系さ
れ、稼働しているものとみなして取り扱う。ただし、休廃止
等手続の対象となる送電系統を対象とする電源接続案件一括
検討プロセスにおいてはこの限りではない。

【送配電等業務指針】
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40（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）⑥

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】
（リプレースに該当する可能性がある場合の報告）
第１２５条 （条文記載省略）

（リプレースの該当性判断のための確認）
第１２６条 （条文記載省略）

（リプレースに係る系統アクセス情報の報告）
第１２７条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスへの応募）
第１２８条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスにおける契約申込み）
第１２９条 （条文記載省略）

（廃止を伴う新設発電設備等の契約申込みの制限）
第１３０条 （条文記載省略）

（リプレース案件系統連系募集プロセスにおける廃止時期変更
の制限）
第１３１条 （条文記載省略）

第１２５条 削除

第１２６条 削除

第１２７条 削除

第１２８条 削除

第１２９条 削除

第１３０条 削除

第１３１条 削除

【送配電等業務指針】

附則（平成２８年４月１日）
（リプレース案件系統連系募集プロセスの適用）
第５条 （条文記載省略）

附則（平成２８年４月１日）

第５条 削除
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41（参考）系統アクセスに関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）⑦

＜変更前＞ ＜変更後＞【送配電等業務指針】【送配電等業務指針】
（新設） 附則（令和 年 月 日）

（リプレース案件系統連系募集プロセスに関する経過措置）
第２条 業務規程附則（令和 年 月 日）第３条第１項の規
定により、本機関からリプレース該当性判断を行っている案
件の通知を受けた一般送配電事業者たる会員は、当該通知を
休廃止等手続とみなして、改正後の送配電等業務指針の規定
を適用する。

２ この送配電等業務指針の施行の際現にリプレース案件系統
募集プロセスを開始している案件については、改正後の送配
電等業務指針の規定にかかわらず、なお従前の例による。
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1. 新業務への対応に関する規定の変更（定款、業務規程）【スライド２～７】
• 新業務への準備及び役員の定数に関する変更

2. 広域系統整備に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）【スライド８～２６】
２－１．広域系統整備計画策定及び届出に関する変更
２－２．広域系統整備交付金交付に関する変更

3. 系統アクセスに関する規定の変更（業務規程、送配電等業務指針）【スライド２７～４１】
• リプレース及び休廃止等する発電設備等の取り扱いに関する変更

4. 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更（定款、業務規程、送配電等業務指針）
【スライド４２～５２】
• 災害等復旧費用の相互扶助に関する変更
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2019年の台風15号の影響をはじめ、昨今の災害の激甚化により、停電復旧に係る他電力からの応援
の規模や期間が大規模・長期化してきている。
停電の早期解消のため、被害を受けた電気設備の仮復旧の実施や他電力からの電源車派遣が求めら
れているものの、現状、災害復旧にかかった費用は、被災したエリアが負担することとなっているため、被災
エリアには、設備復旧に係るコストに加えて他電力からの電源車派遣等のコスト負担が発生する。

電力事業者が停電を早期に解消するための対応を実施することを制度的に円滑化するため、災害を全
国大の課題として捉えた災害等復旧費用の相互扶助制度を導入し、広域機関が被災したエリアの電
力事業者に対し、災害等の復旧に係る費用の一部を交付する業務を行うことと整理された。（※1）

広域機関が、被災したエリアの電力事業者に災害等復旧に係る費用の一部を交付するためには、
• 災害等復旧費用の交付金（災害等扶助交付金（※2））に充てるための拠出金（災害等扶助

拠出金（※3））に係るルールを整備することが必要
• 災害等扶助交付金交付に係るルールを整備することが必要

４ 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更の背景

※1 「強靱かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事業法等の一部を改正する法律」において、新たに、広域機関が
実施できる業務として定められている。

※2 交付の対象事業者：一般送配電事業者、送電事業者
※3 拠出の対象事業者：一般送配電事業者 122
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［変更内容］
• 災害等扶助交付金に充てるための拠出金を一般送配電事業者に求めることができる旨規定

【定款第５６条の３】＜新設＞
【定款第５７条】＜変更＞

• 広域機関が、災害等扶助交付金を交付する業務を行う旨規定
【定款第５条第９号、第７条第２項第１４号、第３６条第５項第１０号】＜新設＞
【業務規程第１７６条の７～第１７６条の１５、附則第４条】＜新設＞

• 一般送配電事業者及び送電事業者は、災害等扶助交付金の交付を申請することができる旨規
定
【送配電等業務指針第２６７条の６】＜新設＞

４ 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更の内容
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45（参考）災害復旧費用の相互扶助制度

総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会
/産業構造審議会 保安・消費生活用製品安全分科会 電力安全小委員会
合同 電力レジリエンスワーキンググループ（第11回） 資料３より抜粋
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広域機関

被災エリアの事業者
一般送配電事業者

送電事業者
交付金

交付申請

申請内容の
審査

交付金の
受領

（交付）

広域機関

一般送配電事業者 拠出金の
納付

積立基準額等
決定(※)

拠出額の
決定

拠出金を
積立

（送付）

拠出金の積立

交付金の交付

（請求）

（申請）

※原則５年ごとに見直し

毎年

交付金の
通知・交付

交付金の
受領

（交付）

交付金の
通知・交付

※ 積立金不足の場合、
不足分については、次年度以降に交付

（※）

４ 災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更の内容
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＜変更前＞ ＜変更後＞

（業務内容）
第５条 （略）
一～八 （略）

（新設）

九 （略）

（業務内容）
第５条 （略）
一～八 （略）
九 電気工作物の災害その他の事由による被害からの復旧に
関する費用の一部に充てるための交付金を交付すること。

十 （略）

【定款】 【定款】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：定款）①

（理事会の構成・役割）
第３６条 （略）
２～４ （略）
５ （略）

一～九 （略）
（新設）
十～十七 （略）

（用語）
第７条 （略）
２ （略）
一～十三 （略）

（新設）

（理事会の構成・役割）
第３６条 （略）
２～４ （略）
５ （略）
一～九 （略）
十 災害等復旧費用の相互扶助に関する事項
十一～十八 （略）

（用語）
第７条 （略）
２ （略）
一～十三 （略）
十四 「災害等復旧費用の相互扶助」とは、法第２８条の
４０第２項の規定により、電気工作物の災害その他の事由
による被害からの復旧に関する費用の一部に充てるための
交付金を交付するための仕組みをいう。
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＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） （災害等扶助拠出金）
第５６条の３ 本機関は、一般送配電事業者たる会員に対し、
毎年度、電気工作物の災害その他の事由による被害からの復
旧に関する費用の一部に充てるための交付に係る拠出金（以
下「災害等扶助拠出金」という。）を求めることができる。

２ 災害等扶助拠出金の額、納入期限その他の災害等扶助拠出
金の納入の方法に関する事項は、理事会の議決により定める。

３ 一般送配電事業者たる会員は、第１項の規定よる本機関の
求めに応じ、指定された期限までに災害等扶助拠出金を納入
しなければならない。

【定款】 【定款】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：定款）②

（滞納者への対応）
第５７条 本機関は、会員が、会費、特別会費、容量拠出金若
しくは電源入札拠出金の滞納又はその不当な減額を行った場
合、理事会の議決を経て、当該会員の名称を公表することが
できる。

（滞納者への対応）
第５７条 本機関は、会員が、会費、特別会費、容量拠出金、
電源入札拠出金若しくは災害等扶助拠出金の滞納又はその不
当な減額を行った場合、理事会の議決を経て、当該会員の名
称を公表することができる。
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＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） 第３節 災害等復旧費用の相互扶助

（災害等復旧費用の交付業務）
第１７６条の７ 本機関は、法第２８条の４０第２項の規定に
より、電気工作物の災害その他の事由による被害からの復旧
に関する費用の一部に充てるための交付金（以下「災害等扶
助交付金」という。）を交付する業務を行う。

（毎事業年度の災害等扶助拠出金の総額と積立基準額の設定）
第１７６条の８ 本機関は、毎年発生する蓋然性が高い通常規
模の災害への対応分に加え、数年に一度発生する大規模な災
害に対応するための積立分を考慮して毎事業年度の災害等扶
助拠出金の総額を定める。

２ 災害等扶助拠出金の過度な積み立てを回避するため、災害
等扶助拠出金の積立額に基準 （以下「積立基準額」とい
う。）を定める。

３ 前２項に規定する災害等扶助拠出金の総額及び積立基準額
は、原則として５年ごとに見直す。ただし、大幅な積立不足
が生じる場合など、見直しを行う必要が生じた場合には、こ
の限りでない。

（災害等扶助拠出金の積立）
第１７６条の９ 本機関は、災害等扶助交付金の交付に充てる
ため、毎年度、一般送配電事業者たる会員から拠出される災
害等扶助拠出金を積み立てる。

２ 前項の規定にかかわらず、前年度末の積立残高の金額が積
立基準額を超える場合には、当該年度において、本機関は一
般送配電事業者たる会員に対して災害等扶助拠出金の拠出を
求めない。

【業務規程】 【業務規程】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）①
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＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） （災害等扶助交付金の交付対象者）
第１７６条の１０ 災害等扶助交付金の交付対象者は、一般送
配電事業者及び送電事業者たる会員とする。

（災害等扶助交付金の交付対象災害等）
第１７６条の１１ 本機関は、災害等扶助交付金の交付対象と
なる災害その他の事由の具体的な基準について、第１７６条
の１５に規定する運用要領に定める。

（災害等扶助交付金の交付対象費用）
第１７６条の１２ 災害等扶助交付金は、停電を早期に解消す
るための仮復旧等に係る費用を交付対象費用とする。

２ 本機関は、前項の災害等扶助交付金の交付対象費用の具体
的な項目について、第１７６条の１５に規定する運用要領に
定める。

（災害等扶助交付金の金額の決定）
第１７６条の１３ 本機関は、交付対象者より災害等扶助交付
金の申請があった場合には、第１７６条の１５に規定する運
用要領で定める基準により申請内容を精査する。

２ 本機関は、前項の精査を踏まえ、交付対象費用と認められ
る金額から、１割の自己負担分を控除して災害等扶助交付金
の金額を決定し、当該申請をした交付対象者に通知する。

【業務規程】 【業務規程】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）②
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51

＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） （災害等扶助交付金の交付）
第１７６条の１４ 本機関は、前条第２項の規定により通知し
た金額を当該申請をした交付対象者に交付する。

２ 前項の規定にかかわらず、本機関は、ある事業年度に交付
する災害等扶助交付金の金額が災害等扶助拠出金の積立残高
を超える場合においては、当該超える金額は、翌事業年度以
降に納付される災害等扶助拠出金をもって、翌事業年度以降
に交付対象者に交付する。

（災害等復旧費用の相互扶助に関する運用要領の策定）
第１７６条の１５ 本機関は、災害等扶助交付金の交付対象と
なる災害その他の事由の具体的な基準及び交付対象費用の具
体的な項目並びに災害等復旧費用の相互扶助の運用に関する
手続、提出資料、その他円滑に運用するために必要となる事
項を定めた運用要領を策定し、本機関のウェブサイトへの掲
載等の方法によって公表する。

【業務規程】 【業務規程】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：業務規程）③

（新設） 附則（令和３年 月 日）

（災害等扶助拠出金の算定）
第４条 第１７６条の８第１項に規定する一般送配電事業者た
る会員が拠出する災害等扶助拠出金の金額及び積立基準額は、
令和７年度までの間、国から通知を受けた額を踏まえ算定す
る。
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52

＜変更前＞ ＜変更後＞

（新設） 第３節 災害等復旧費用の相互扶助

（災害等扶助交付金の交付申請）
第２６７条の６ 一般送配電事業者及び送電事業者たる会員は、
本機関に対し、災害等扶助交付金の交付を申請することがで
きる。

【送配電等業務指針】 【送配電等業務指針】

（参考）災害等復旧費用の相互扶助に関する規定の変更
（新旧対照表：送配電等業務指針）
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